
(57)【要約】

【課題】本発明の目的は、広温度域における高精度化を

確実に図ることのできる直線ガイド搭載装置を提供する

ことにある。

【解決手段】スライダ１８はその要求性能に基づき選択

された材質で構成され、スピンドル２０はその要求性能

に基づき選択された材質で構成され、また該スライダ１

８に該スピンドル２０を取り付けるためのスピンドル取

付機構３０を備え、該スピンドル取付機構３０は、駆動

方向に平行な方向に所定離隔距離をおいて配置され、該

スライダ１８に該スピンドル２０を固定状態で保持する

固定側スピンドル取付手段３２及び該スライダ１８ない

し該スピンドル２０を該駆動方向に平行な方向のみにス

ライド自在に保持する逃げ側スピンドル取付手段３４を

備えたことを特徴とする直線ガイド搭載装置１０。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ベ ー ス と 、
　 前 記 ベ ー ス に 対 し 所 定 の 駆 動 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ た 直 線 ガ イ ド と 、
　 前 記 直 線 ガ イ ド 上 に 設 け ら れ 、 前 記 駆 動 方 向 に 直 線 移 動 す る ス ラ イ ダ と 、
　 前 記 ス ラ イ ダ と 共 に 前 記 駆 動 方 向 に 直 線 移 動 す る よ う に 該 ス ラ イ ダ に 設 け ら れ 、 ワ ー ク
に ア プ ロ ー チ す る た め の ツ ー ル を 先 端 に 保 持 す る ス ピ ン ド ル と 、
　 を 備 え た 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 に お い て 、
　 前 記 ス ラ イ ダ は 該 ス ラ イ ダ の 要 求 性 能 に 基 づ き 選 択 さ れ た 材 質 で 構 成 さ れ 、
　 前 記 ス ピ ン ド ル は 該 ス ピ ン ド ル の 要 求 性 能 に 基 づ き 選 択 さ れ た 材 質 で 構 成 さ れ 、
　 ま た 前 記 ス ラ イ ダ に 前 記 ス ピ ン ド ル を 取 り 付 け る た め の ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 を 備 え 、
　 前 記 ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 は 、 前 記 駆 動 方 向 に 平 行 な 方 向 に 所 定 の 離 隔 距 離 を お い て 配 置
さ れ 、 前 記 ス ラ イ ダ に 前 記 ス ピ ン ド ル を 固 定 状 態 で 保 持 す る た め の 固 定 側 ス ピ ン ド ル 取 付
手 段 、 及 び 該 ス ラ イ ダ な い し 該 ス ピ ン ド ル を 該 駆 動 方 向 に 平 行 な 方 向 の み に ス ラ イ ド 自 在
に 保 持 す る 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 を 備 え 、
　 前 記 ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 は 、 前 記 ス ラ イ ダ な い し 前 記 ス ピ ン ド ル の 前 記 駆 動 方 向 に 平 行
な 方 向 へ の 熱 変 形 が 生 じ よ う と し て も 、 該 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 が 、 該 熱 変 形 を 該 駆
動 方 向 に 平 行 な 方 向 に 逃 が す こ と を 特 徴 と す る 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 に お い て 、
　 前 記 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 は 、 前 記 ス ラ イ ダ に 設 け ら れ 、 前 記 ス ピ ン ド ル な い し 該
ス ラ イ ダ を 前 記 駆 動 方 向 に 平 行 な 方 向 の み に 相 対 的 に ス ラ イ ド 自 在 に 保 持 す る 逃 げ 側 保 持
部 材 と 、
　 前 記 ス ピ ン ド ル な い し 前 記 ス ラ イ ダ を 前 記 駆 動 方 向 に 平 行 な 方 向 の み に 相 対 的 に 変 位 さ
せ る 、 板 バ ネ な い し 直 線 ガ イ ド と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 に お い て 、
　 前 記 固 定 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 は 、 前 記 駆 動 方 向 と 直 交 す る 方 向 か ら 前 記 ス ピ ン ド ル を
面 で 固 定 挟 持 す る 、 少 な く と も 一 対 の 固 定 側 保 持 部 材 を 備 え 、
　 前 記 逃 げ 側 保 持 部 材 は 、 前 記 駆 動 方 向 と 直 交 す る 方 向 か ら 前 記 ス ピ ン ド ル を 面 で 挟 持 す
る 、 少 な く と も 一 対 の も の で あ り 、
　 前 記 逃 げ 側 保 持 部 材 端 部 に そ れ ぞ れ 前 記 板 ば ね の 端 部 が 固 定 さ れ 、 該 板 ば ね の 中 央 部 が
前 記 ス ピ ン ド ル 端 部 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 に お い て 、
　 前 記 ツ ー ル は 、 前 記 ス ピ ン ド ル の 先 端 に 設 け ら れ 、 前 記 ワ ー ク 上 の 三 次 元 座 標 を 検 出 す
る た め の プ ロ ー ブ を 含 み 、
　 前 記 ワ ー ク 上 の 三 次 元 座 標 値 を 求 め る 三 次 元 測 定 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 直 線 ガ イ ド 搭
載 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 、 特 に そ の ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 の 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 形 状 の 精 密 測 定 を 行 う た め 、 直 線 ガ イ ド を 使 っ た 、 例 え ば 三 次 元 測 定 機 等 の
高 精 度 測 定 機 （ 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 ） が 用 い ら れ て い る 。
　 三 次 元 測 定 機 は 、 互 い に 直 交 す る ガ イ ド と 、 該 ガ イ ド の 移 動 量 を 求 め る ス ケ ー ル 及 び プ
ロ ー ブ を も ち 、 そ れ ぞ れ の 移 動 量 か ら プ ロ ー ブ の 三 次 元 座 標 値 を 求 め る も の で あ る 。
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　 測 定 に よ っ て 得 ら れ る も の は 、 ワ ー ク の Ｘ Ｙ Ｚ 座 標 値 で あ り 、 そ の 座 標 値 か ら 必 要 と す
る 穴 径 や 穴 位 置 ・ 段 差 な ど の 寸 法 は 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ る デ ー タ 処 理 に よ っ て 求 め ら れ る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 、 高 精 度 測 定 機 は 、 設 置 環 境 と し て 、 例 え ば ２ ０ ± ０ ． ５ ℃ ク ラ ス の 高
水 準 な 恒 温 室 が 必 要 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 最 近 は 、 環 境 設 備 費 や ラ ン ニ ン グ コ ス ト の 低 減 の た め 、 高 精 度 測 定 機 に
は 、 よ り 広 い 温 度 範 囲 で の 精 度 保 証 を 可 能 と す る こ と が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 要 望 に 応 え る た め 、 直 線 ガ イ ド を 使 っ た 高 精 度 測 定 機 で は 、 温 度 補 正 機 能 を 備 え て
お り 、 温 度 補 正 機 能 に よ り 測 定 結 果 を 例 え ば ２ ０ ℃ の 寸 法 に 換 算 し て 出 力 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 温 度 補 正 機 能 は 、 広 い 温 度 範 囲 で の 精 度 保 証 を 試 み る も の で あ る 。
　 し か し な が ら 、 本 発 明 者 ら に よ れ ば 、 単 に 温 度 補 正 機 能 を 用 い た だ け で は 、 精 度 の 面 で
不 十 分 な 点 が あ る 。
　 す な わ ち 、 温 度 補 正 機 能 は 、 測 定 機 本 体 の 幾 何 精 度 の 変 化 が 少 な い こ と が 前 提 で あ り 、
こ の よ う な 前 提 が あ っ て は じ め て 、 満 足 の ゆ く 温 度 補 正 機 能 が 有 効 に な る も の で あ る 。
　 し か し な が ら 、 従 来 、 幾 何 精 度 変 化 の 低 減 は 改 善 の 余 地 が 残 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で 、 従 来 は 、 幾 何 精 度 変 化 の 低 減 の た め 、 例 え ば 以 下 に 示 さ れ る よ う な 材 質 の 工 夫
、 構 造 の 工 夫 に よ る 先 行 技 術 が 存 在 す る 。
　 従 来 は 、 材 質 の 工 夫 に 関 し 、 熱 変 形 を 防 止 す る た め に ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 に よ っ て 三 次 元
測 定 機 を 構 成 す る 技 術 も あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
　 ま た 従 来 は 、 構 造 の 工 夫 に 関 し 、 板 ば ね に よ っ て 熱 変 形 を 吸 収 さ せ る 技 術 （ 例 え ば 、 特
許 文 献 ２ 参 照 ） 、 平 行 板 ば ね 機 構 に よ っ て ス ケ ー ル の 長 手 方 向 弾 性 変 形 を 許 容 す る 技 術 （
例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 、 変 形 を 吸 収 す る こ と の で き る ガ イ ド レ ー ル の 支 承 手 段 に 関 す
る 技 術 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ４ 参 照 ） も あ る 。
　 従 来 は 、 高 精 度 測 定 機 に お い て 、 例 え ば 特 許 公 報 １ ～ ４ に 記 載 の 技 術 を 適 用 し 、 幾 何 精
度 の 変 化 の 低 減 化 を 試 み る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ８ ３ ０ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － ３ １ ２ ５ ５ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ０ １ ５ ４ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ０ ５ ５ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 方 式 に あ っ て も 、 幾 何 精 度 変 化 の 低 減 は 、 い ま だ 改 善 の 余 地 が
残 さ れ て お り 、 広 温 度 域 に お け る 高 精 度 化 も 改 善 の 余 地 が 残 さ れ て い た 。 ま た 幾 何 精 度 の
向 上 を 実 現 す る こ と の で き る 有 効 な 鍵 も 、 い ま だ 不 明 で あ っ た 。
　 ま た 前 記 従 来 方 式 で は 、 広 温 度 域 に お け る 高 精 度 化 は 困 難 で あ る の で 、 直 線 ガ イ ド 搭 載
装 置 の 高 速 化 、 メ ン テ ナ ン ス フ リ ー 化 も 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 す な わ ち 、 材 質 の み に 注 目 し 、 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 に お い て 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 技 術
を 採 用 し た の で は 、 送 り 方 向 な い し 直 交 方 向 の 剛 性 を 落 と し て し ま う 。 こ の よ う な 機 械 の
剛 性 低 下 も 高 精 度 化 を 妨 げ る 。
　 一 方 、 構 造 の み に 注 目 し 、 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 に お い て 、 特 許 文 献 ２ ～ ４ に 記 載 の 技 術
を 試 行 錯 誤 で 採 用 し て も 、 従 来 は 幾 何 精 度 の 向 上 を 実 現 す る こ と の で き る 有 効 な 鍵 が い ま
だ 不 明 で あ る 以 上 、 高 精 度 化 を 確 実 に 図 る の は 困 難 で あ る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 前 記 従 来 技 術 の 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 広 温 度 域 に お け
る 高 精 度 化 を 確 実 に 図 る こ と の で き る 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 者 ら が 、 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 に お い て 、 広 温 度 域 に お け る 高 精 度 化 を 図 る た め 、
検 討 を 重 ね た 結 果 、 ま ず 機 械 の 剛 性 確 保 と 、 熱 影 響 の 低 減 化 と の 両 立 が 非 常 に 重 要 で あ る
点 に 到 達 し た 。
　 そ し て 、 本 発 明 者 ら が 、 機 械 の 剛 性 確 保 と 熱 影 響 低 減 化 と の 両 立 に つ い て 検 討 の 結 果 、
以 下 に 示 さ れ る よ う に 、 機 械 の 剛 性 確 保 と 熱 影 響 低 減 化 と の 両 立 に 最 も 有 効 な 部 材 の 特 定
、 剛 性 確 保 の た め の 材 質 の 選 択 、 及 び 熱 影 響 の 低 減 化 機 構 の 組 み 合 わ せ が 非 常 に 重 要 で あ
る 点 に 到 達 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
＜ 部 材 の 特 定 ＞
　 す な わ ち 、 従 来 は 、 熱 の 影 響 を 低 減 化 す る た め 、 部 材 と し て は ベ ー ス 、 ス ラ イ ダ が 注 目
さ れ て お り 、 こ の ベ ー ス 、 ス ラ イ ダ に 対 し 、 材 質 の 工 夫 等 を 行 う こ と が 常 套 手 段 で あ っ た
。
　 こ れ に 対 し 、 本 発 明 は 、 機 械 の 剛 性 確 保 と 熱 影 響 低 減 化 と の 両 立 を 図 る こ と を 目 的 と し
て 、 数 あ る 部 材 の 中 か ら 、 有 効 な 部 材 を 検 討 し た 結 果 、 ス ピ ン ド ル と ス ラ イ ダ 間 が 非 常 に
有 効 で あ る 点 に 至 っ た 。
＜ 材 質 の 選 択 ＞
　 ま た 本 発 明 は 、 機 械 の 剛 性 確 保 と 熱 影 響 低 減 化 と の 両 立 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 数 あ
る 部 材 の 材 質 の 中 か ら 、 ス ラ イ ダ に は 軽 量 化 の 点 で 優 れ た 例 え ば ア ル ミ 合 金 を 用 い 、 ス ピ
ン ド ル に は 軽 量 化 と 高 剛 性 と の 点 で 優 れ た 炭 素 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 等 を 選 択 し て い る 。
＜ 熱 影 響 低 減 化 機 構 の 付 加 ＞
　 ま た 本 発 明 は 、 機 械 の 剛 性 確 保 と 熱 影 響 低 減 化 と の 両 立 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 数 あ
る 対 策 の 中 か ら 、 変 形 を 逃 が す 手 法 を 選 択 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う に し て 本 発 明 者 ら は 、 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 に お い て 、 広 温 度 域 に お け る 高 精 度
化 を 図 る た め に は 、 機 械 の 剛 性 確 保 と 熱 影 響 低 減 化 と の 両 立 が 非 常 に 重 要 で あ る 点 、 前 記
部 材 の 特 定 、 材 質 の 選 択 、 熱 影 響 低 減 化 機 構 の 付 加 の 組 み 合 わ せ に よ り は じ め て 、 機 械 の
剛 性 確 保 と 熱 影 響 低 減 化 と の 両 立 が 確 実 に 行 え る 点 を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 す な わ ち 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 に か か る 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 は 、 ベ ー ス と
、 直 線 ガ イ ド と 、 ス ラ イ ダ と 、 ス ピ ン ド ル と 、 を 備 え た 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 に お い て 、 該
ス ラ イ ダ は 該 ス ラ イ ダ の 要 求 性 能 に 基 づ き 選 択 さ れ た 材 質 で 構 成 さ れ る 。 前 記 ス ピ ン ド ル
は 該 ス ピ ン ド ル の 要 求 性 能 に 基 づ き 選 択 さ れ た 材 質 で 構 成 さ れ る 。 前 記 ガ イ ド 搭 載 装 置 は
、 前 記 ス ラ イ ダ に 前 記 ス ピ ン ド ル を 取 り 付 け る た め の ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 を 備 え る 。 前 記
ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 は 、 固 定 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 、 及 び 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 を 備
え る 。 前 記 ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 は 、 前 記 ス ラ イ ダ な い し 前 記 ス ピ ン ド ル の 前 記 駆 動 方 向 に
平 行 な 方 向 へ の 熱 変 形 が 生 じ よ う と し て も 、 該 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 が 、 該 熱 変 形 を
該 駆 動 方 向 に 平 行 な 方 向 に 逃 が す こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 前 記 直 線 ガ イ ド は 、 前 記 ベ ー ス に 対 し 所 定 の 駆 動 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ る 。
　 ま た 前 記 ス ラ イ ダ は 、 前 記 直 線 ガ イ ド 上 に 設 け ら れ 、 前 記 駆 動 方 向 に 直 線 移 動 す る 。
　 前 記 ス ピ ン ド ル は 、 前 記 ス ラ イ ダ と 共 に 前 記 駆 動 方 向 に 直 線 移 動 す る よ う に 該 ス ラ イ ダ
に 設 け ら れ 、 ワ ー ク に ア プ ロ ー チ す る た め の ツ ー ル を 先 端 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 固 定 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 は 、 前 記 駆 動 方 向 に 平 行 な 方 向 に 所 定 の 離 隔 距 離 を お い
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て 配 置 さ れ 、 前 記 ス ラ イ ダ に 前 記 ス ピ ン ド ル を 固 定 状 態 で 保 持 す る 。
　 前 記 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 は 、 前 記 ス ラ イ ダ な い し 前 記 ス ピ ン ド ル を 前 記 所 定 駆 動
方 向 の み に ス ラ イ ド 自 在 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 に お い て は 、 前 記 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 が 、 逃 げ 側 保 持 部 材 と 、 板 バ
ネ な い し 直 線 ガ イ ド と 、 を 含 む こ と が 好 適 で あ る 。
　 こ こ で 、 前 記 逃 げ 側 保 持 部 材 は 、 前 記 ス ラ イ ダ に 設 け ら れ 、 前 記 ス ピ ン ド ル な い し 該 ス
ラ イ ダ を 前 記 駆 動 方 向 に 平 行 な 方 向 の み に 相 対 的 に ス ラ イ ド 自 在 に 保 持 す る 。
　 ま た 前 記 板 バ ネ な い し 直 線 ガ イ ド は 、 前 記 ス ピ ン ド ル な い し 前 記 ス ラ イ ダ を 前 記 駆 動 方
向 に 平 行 な 方 向 の み に 相 対 的 に 変 位 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 前 記 固 定 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 が 、 前 記 駆 動 方 向 と 直 交 す る
方 向 か ら 前 記 ス ピ ン ド ル を 面 で 固 定 挟 持 す る 、 少 な く と も 一 対 の 固 定 側 保 持 部 材 を 備 え る
。
　 前 記 逃 げ 側 保 持 部 材 は 、 前 記 駆 動 方 向 と 直 交 す る 方 向 か ら 前 記 ス ピ ン ド ル を 面 で 挟 持 す
る 、 少 な く と も 一 対 の も の で あ る 。
　 本 発 明 に お い て は 、 前 記 逃 げ 側 保 持 部 材 端 部 に そ れ ぞ れ 前 記 板 ば ね の 端 部 が 固 定 さ れ 、
該 板 ば ね の 中 央 部 が 前 記 ス ピ ン ド ル の 端 部 に 固 定 さ れ て い る こ と が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 前 記 ツ ー ル は 、 前 記 ス ピ ン ド ル の 先 端 に 設 け ら れ 、 前 記 ワ ー ク 上 の
三 次 元 座 標 を 検 出 す る た め の プ ロ ー ブ を 含 む 。 前 記 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 は 、 前 記 ワ ー ク 上
の 三 次 元 座 標 値 を 求 め る 三 次 元 測 定 を 行 う こ と が 好 適 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に か か る 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 に よ れ ば 、 前 記 ス ピ ン ド ル と 前 記 ス ラ イ ダ と に そ れ
ぞ れ 最 適 な 材 質 を 選 択 し 、 か つ 該 ス ピ ン ド ル と 該 ス ラ イ ダ 間 に 前 記 ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 を
備 え る こ と と し た の で 、 広 温 度 域 に お け る 機 械 の 高 精 度 化 を 図 る こ と が で き る 。
　 ま た 本 発 明 に か か る 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 に よ れ ば 、 高 速 化 、 メ ン テ ナ ン ス フ リ ー 化 を 図
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 本 発 明 に お い て は 、 前 記 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 が 、 板 ば ね な い し 直 線 ガ イ ド を
含 む こ と に よ り 、 前 記 広 温 度 域 に お け る 高 精 度 化 を 、 よ り 確 実 に 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 本 発 明 に お い て は 、 前 記 固 定 側 保 持 部 材 、 前 記 逃 げ 側 保 持 部 材 を 備 え る こ と に よ り
、 前 記 広 温 度 域 に お け る 高 精 度 化 を 、 よ り 確 実 に 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 三 次 元 測 定 機 の ス ピ ン ド ル と ス ラ イ ダ 間 に 前 記 ス ピ ン ド ル 取 付 機 構
を 設 け る こ と に よ り 、 三 次 元 測 定 機 に お い て 、 広 温 度 域 に お け る 高 精 度 化 を 、 よ り 確 実 に
図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ き 本 発 明 の 好 適 な 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ に は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 の 概 略 構 成 が 示 さ れ て い る 。
　 同 図 に 示 す 三 次 元 測 定 機 （ 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 ） １ ０ は 、 ベ ー ス １ ２ と 、 直 線 ガ イ ド １
４ 及 び ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ６ と 、 ス ラ イ ダ １ ８ と 、 ス ピ ン ド ル ２ ０ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 ベ ー ス １ ２ は 、 例 え ば 三 次 元 測 定 機 １ ０ の Ｚ 軸 ガ イ ド ２ ２ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 直 線 ガ イ ド １ ４ は 、 ベ ー ス １ ２ に 対 し Ｚ 軸 （ 上 下 方 向 ） に 沿 っ て 設 け ら れ る 。
　 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ６ は 、 直 線 ガ イ ド １ ４ 上 に 設 け ら れ 、 Ｚ 方 向 に 直 線 移 動 す る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た ス ラ イ ダ １ ８ は 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ６ 上 に 設 け ら れ 、 Ｚ 軸 方 向 に 直 線 移 動 す る 。
　 ス ピ ン ド ル ２ ０ は 、 例 え ば Ｚ 軸 ス ピ ン ド ル 等 よ り な り 、 ス ラ イ ダ １ ８ と 共 に Ｚ 軸 方 向 に
直 線 移 動 す る よ う に ス ラ イ ダ １ ８ に 設 け ら れ 、 ワ ー ク ２ ４ の 座 標 位 置 情 報 を 得 る た め の 検
出 器 で あ る プ ロ ー ブ （ ツ ー ル ） ２ ６ を 、 先 端 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 特 徴 的 な こ と は 、 機 械 の 強 度 確 保 と 熱 影 響 低 減 と の 両 立 を 図 る た め
、
ス ラ イ ダ １ ８ を 、 該 ス ラ イ ダ １ ８ の 要 求 性 能 に 基 づ き 選 択 さ れ た 材 質 で 構 成 し 、 ス ピ ン ド
ル ２ ０ を 、 該 ス ピ ン ド ル ２ ０ の 要 求 性 能 に 基 づ き 選 択 さ れ た 材 質 で 構 成 し 、 か つ ス ラ イ ダ
１ ８ と ス ピ ン ド ル ２ ０ 間 に ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 ３ ０ を 備 え た こ と で あ る 。
　 例 え ば ス ラ イ ダ １ ８ に は 、 軽 量 化 に 優 れ た 例 え ば ア ル ミ 合 金 を 用 い 、 ス ピ ン ド ル ２ ０ に
は 軽 量 化 と 高 剛 性 と に 優 れ た 炭 素 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 等 を 用 い て い る 。
　 ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 ３ ０ は 、 固 定 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 ３ ２ と 、 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付
手 段 ３ ４ と 、 を 備 え る 。
　 こ こ で 、 固 定 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 ３ ２ は 、 Ｚ 軸 方 向 に 所 定 離 隔 距 離 を お い て 配 置 さ れ
、 ス ラ イ ダ １ ８ に ス ピ ン ド ル ２ ０ を 固 定 状 態 で 保 持 す る た め の も の と す る 。
　 ま た 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 ３ ４ は 、 ス ラ イ ダ １ ８ な い し ス ピ ン ド ル ２ ０ を Ｚ 軸 方 向
の み に ス ラ イ ド 自 在 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 ３ ０ は 、 ス ラ イ ダ １ ８ な い し ス ピ ン ド ル ２ ０ の 上 下 方 向 へ
の 熱 変 形 が 生 じ よ う と し て も 、 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 ３ ４ が 、 熱 変 形 を 上 下 方 向 に 逃
が す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
＜ 三 次 元 測 定 機 ＞
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 三 次 元 測 定 機 １ ０ が 、 互 い に 直 交 す る Ｘ 軸 ガ イ ド ４ ０ ，
Ｙ 軸 ガ イ ド ４ ２ 、 Ｚ 軸 ガ イ ド ２ ２ と 、 各 ガ イ ド ４ ０ ， ４ ２ ， ２ ２ の 移 動 量 を 求 め る た め の
プ ロ ー ブ ２ ６ と 、 を 備 え る 。 三 次 元 測 定 機 １ ０ は 、 プ ロ ー ブ ２ ６ 等 で 得 ら れ た そ れ ぞ れ の
移 動 量 か ら プ ロ ー ブ ２ ６ の 三 次 元 座 標 値 を 求 め る 。
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ス ピ ン ド ル ２ ０ が 、 四 角 柱 体 よ り な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
＜ 温 度 補 正 手 段 ＞
　 ま た 本 実 施 形 態 に お い て は 、 広 範 囲 な 温 度 環 境 下 で の 高 精 度 測 定 を 実 現 す る た め 、 温 度
補 正 手 段 ５ ０ を 備 え る こ と が 好 適 で あ る 。
　 こ こ で 、 温 度 補 正 手 段 ５ ０ は 、 例 え ば コ ン ピ ュ ー タ ５ ２ 等 よ り な り 、 温 度 セ ン サ ５ ４ で
検 出 し た 温 度 デ ー タ と 、 あ ら か じ め 設 定 し て お い た ワ ー ク ２ ４ の 線 膨 張 係 数 等 を も と に 、
評 価 手 段 ５ ６ で 求 め ら れ た 測 定 結 果 を ２ ０ ℃ 時 に 換 算 し て 、 こ れ を 温 度 補 正 済 み 測 定 結 果
と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】

　 以 下 に 本 実 施 形 態 に お い て 特 徴 的 な ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 ３ ０ に つ い て 、 よ り 具 体 的 に 説
明 す る 。
　 図 ２ に は 、 本 実 施 形 態 に お い て 特 徴 的 な ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 ３ ０ の 要 部 の 拡 大 図 が 示 さ
れ て い る 。
　 同 図 に お い て 、 ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 ３ ０ は 、 固 定 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 ３ ２ と 、 逃 げ 側
ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 ３ ４ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
＜ 固 定 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 ＞
　 固 定 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 ３ ０ は 、 Ｚ 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 か ら ス ピ ン ド ル ２ ０ を 面 で
固 定 挟 持 す る 、 少 な く と も 一 対 の 固 定 側 保 持 部 材 ６ ０ （ ６ ２ ） を 備 え る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
＜ 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 ＞
　 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 ３ ４ は 、 逃 げ 側 保 持 部 材 ６ ４ ， ６ ６ と 、 板 ば ね ６ ８ と 、 を 含
む こ と が 好 適 で あ る 。
　 こ こ で 、 逃 げ 側 保 持 部 材 ６ ４ ， ６ ６ は 、 少 な く と も 一 対 の も の で あ り 、 ス ピ ン ド ル ２ ０
な い し ス ラ イ ダ １ ８ を 、 Ｚ 軸 方 向 の み に 相 対 的 に ス ラ イ ド 自 在 に 、 ス ラ イ ダ １ ８ に ス ピ ン
ド ル ２ ０ を 保 持 す る 。
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 逃 げ 側 保 持 部 材 ６ ４ ， ６ ６ が 、 Ｚ 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 か ら 、
四 角 柱 状 の ス ピ ン ド ル ２ ０ の 側 壁 を 面 で 挟 持 す る 。
　 ま た 、 板 ば ね ６ ８ は 、 ス ピ ン ド ル ２ ０ な い し ス ラ イ ダ １ ８ を Ｚ 軸 方 向 の み に 相 対 的 に 変
位 さ せ る 。
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 逃 げ 側 保 持 部 材 ６ ４ ， ６ ６ に そ れ ぞ れ 板 ば ね ６ ８ 端 部 が 固 定 さ
れ 、 板 ば ね ６ ８ 中 央 部 が ス ピ ン ド ル ２ ０ の 端 部 に 固 定 さ れ て い る こ と が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に か か る 三 次 元 測 定 機 １ ０ は 概 略 以 上 の よ う に 構 成 さ れ 、 以 下 に そ の 作 用 に
つ い て 説 明 す る 。
　 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 は 、 機 械 の 剛 性 確 保 と 熱 影 響 低 減 化 と の 両 立 の た め 、 対 策 の 対 象
と な る 部 材 と し て ス ラ イ ダ １ ８ と ス ピ ン ド ル ２ ０ 間 を 特 定 し 、 そ の 材 質 と し て ス ラ イ ダ １
８ に は 軽 量 化 を 図 る た め 例 え ば ア ル ミ 合 金 を 用 い 、 ス ピ ン ド ル ２ ０ に は 軽 量 化 と 高 剛 性 の
た め 炭 素 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク （ Ｃ Ｆ Ｒ Ｐ ： carbon fiber reinforced plastic） 等 を 選
択 し た 。 そ し て 、 ス ラ イ ダ １ ８ と ス ピ ン ド ル ２ ０ 間 の 取 付 箇 所 の 一 端 に 、 長 手 方 向 伸 び の
変 位 （ 駆 動 方 向 と 平 行 し た 方 向 の バ イ メ タ ル の 影 響 ） を 逃 が す 板 ば ね ６ ８ 等 の 逃 げ 側 ス ピ
ン ド ル 取 付 手 段 ３ ４ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 本 実 施 形 態 は 、 機 械 の 剛 性 確 保 の た め （ 送 り 方 向 （ 上 下 方 向 ） と 、 直 交 方
向 （ 水 平 方 向 ） の 剛 性 を 落 と す こ と な く ） 、 ス ラ イ ダ １ ８ と ス ピ ン ド ル ２ ０ と に 異 種 部 材
を 採 用 し て も 、 バ イ メ タ ル の 影 響 を 板 ば ね ６ ８ で 逃 が す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 例 え ば 図 ３ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う な 熱 変 形 の な い 状 態 か ら 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う
に ス ラ イ ダ １ ８ な い し ス ピ ン ド ル ２ ０ の Ｚ 軸 方 向 へ の 熱 変 形 が 生 じ よ う と し て も 、 逃 げ 側
ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 ３ ４ が 、 該 熱 変 形 を Ｚ 軸 方 向 に 逃 が す 。
　 こ の よ う に し て 本 実 施 形 態 は 、 機 械 の 剛 性 確 保 と 熱 影 響 低 減 化 と の 両 立 の 問 題 を 解 決 し
て い る の で 、 ベ ー ス 、 直 線 ガ イ ド 、 ス ラ イ ダ な い し ス ピ ン ド ル 等 の 各 部 材 に ス ト レ ス を 与
え な く な る 。 ひ い て は 、 広 い 温 度 域 に お い て 三 次 元 測 定 機 の 精 度 を 維 持 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ し て 、 本 実 施 形 態 は 、 バ イ メ タ ル の 影 響 に よ る 測 定 機 本 体 の 幾 何 精 度 の 影 響 を 極 め て
少 な く す る こ と が で き る の で 、 こ の よ う な 前 提 に 基 づ き 温 度 補 正 手 段 に よ る 温 度 補 正 を 行
う こ と で 、 良 好 な 測 定 結 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の 三 次 元 測 定 機 １ ０ に お い て は 、 広 範 囲 な 温 度 環 境 下 で の 、 高
精 度 測 定 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 と こ ろ で 、 前 記 広 温 度 範 囲 で の 精 度 保 証 を 確 実 な も の と す る 本 実 施 形 態 の 効 果 は 、 前 記
本 発 明 者 ら に よ る 広 温 度 範 囲 で の 精 度 保 証 を 実 現 す る 鍵 の 発 見 が あ っ て は じ め て 、 得 ら れ
る も の で あ る 。 こ の よ う な 広 温 度 範 囲 で の 精 度 保 証 を 実 現 す る 鍵 が 不 明 で あ っ た 従 来 に お
い て は 、 本 実 施 形 態 の 各 構 成 の 組 み 合 わ せ を 確 実 に 選 択 す る の は 困 難 で あ る 以 上 、 本 実 施
形 態 の 効 果 を 確 実 に 得 る の も 容 易 で な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 す な わ ち 、 温 度 補 正 機 能 は 、 測 定 機 本 体 の 幾 何 精 度 の 変 化 が 少 な い こ と が 前 提 で あ り 、
幾 何 精 度 の 変 化 が 少 な い と い う 前 提 が あ っ て は じ め て 、 満 足 の ゆ く 温 度 補 正 機 能 が 有 効 に
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な る が 、 幾 何 精 度 変 化 の 低 減 は 改 善 の 余 地 が 残 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 三 次 元 測 定 機 の 直 線 ガ イ ド （ ２ 面 拘 束 ガ イ ド ） を 使 っ た ス ラ イ ダ 機 構 （ 移 動 部 ） に お い
て 、 高 速 駆 動 を 考 え た 場 合 、 ス ラ イ ダ に は 軽 量 で あ る こ と 、 ス ピ ン ド ル に は 軽 量 か つ 高 剛
性 で あ る こ と 等 の 異 な っ た 特 性 が 必 要 と な る 。
　 軽 量 化 を 図 る た め ス ラ イ ダ に は 例 え ば ア ル ミ 合 金 を 用 い 、 軽 量 化 と 高 剛 性 と の た め ス ピ
ン ド ル に は 炭 素 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク （ Ｃ Ｆ Ｒ Ｐ ： carbon fiber reinforced plastic）
等 を 用 い る 。
　 こ れ ら の 組 み 合 わ せ は 、 異 種 材 料 の 組 み 合 わ せ の た め 、 バ イ メ タ ル 構 造 な い し 類 似 構 造
と な り 、 広 い 温 度 対 応 域 に お い て 、 幾 何 精 度 を 劣 化 さ せ る 。 ま た 直 線 ガ イ ド に ス ト レ ス を
与 え る な ど 、 高 精 度 化 や メ ン テ ナ ン ス の フ リ ー 化 が 図 れ な い 。
　 こ の た め 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 で は 従 来 、 直 前 ガ イ ド の 前 後 の 部 品 、 つ ま り ベ ー ス 及 び ス
ラ イ ダ に は 、 熱 の 影 響 等 を 考 慮 し 、 同 一 部 材 を 採 用 す る こ と が 考 え ら れ る 。
　 し か し な が ら 、 熱 の 影 響 等 を 考 慮 し 、 同 一 部 材 を 採 用 し て い た の で は 、 機 械 の 剛 性 が 確
保 す る こ と が で き な こ と が あ る の で 、 機 械 の 精 度 を 低 下 さ せ る こ と が あ る 。
　 一 方 、 機 械 の 剛 性 を 確 保 す る た め 、 異 種 材 料 を 組 み 合 わ せ た だ け で は 、 熱 の 影 響 の た め
幾 何 精 度 を 劣 化 さ せ て し ま う 。
　 こ の た め 、 従 来 は 、 広 温 度 範 囲 測 定 で は 、 三 次 元 測 定 機 各 軸 の 真 直 度 や 直 角 度 に 影 響 を
及 ぼ す こ と が あ り 、 満 足 の ゆ く 広 温 度 範 囲 測 定 は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ れ に 対 し 、 本 発 明 者 ら が 、 広 温 度 域 に お け る 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 の 高 精 度 化 を 図 る た
め 、 検 討 を 重 ね た 結 果 、 以 下 の 点 に 着 目 し た 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 者 ら に よ れ ば 、 熱 影 響 低 減 化 に 関 し 、 ス ピ ン ド ル に つ い て は 、 長 手 伸
び 方 向 が 直 線 ガ イ ド に て 、 逃 げ る と 考 え ら れ て い た た め 、 従 来 は 詳 細 な 検 討 が な さ れ て い
な か っ た 。
　 し か し な が ら 、 本 発 明 者 ら に よ れ ば 、 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 の 高 精 度 化 等 を 広 温 度 域 に お
い て 推 し 進 め た 際 に は 、 ス ピ ン ド ル と ス ラ イ ダ 間 の バ イ メ タ ル の 影 響 が 無 視 で き ず 、 現 在
の 構 造 の ま ま 、 そ れ ぞ れ に 異 種 材 料 を 採 用 す る と 、 ス ピ ン ド ル 、 ス ラ イ ダ が そ れ ぞ れ 曲 げ
ら れ 、 更 に は 、 直 線 ガ イ ド （ ベ ー ス ） を 曲 げ 幾 何 精 度 を 悪 化 さ せ る こ と が あ る こ と が わ か
っ た 。
　 ま た 、 ス ピ ン ド ル 、 ス ラ イ ダ 、 直 線 ガ イ ド 、 ベ ー ス に そ れ ぞ れ 大 き な ス ト レ ス を 与 え る
た め 、 直 線 ガ イ ド が 持 つ 耐 久 性 を 充 分 に 発 揮 す る こ と が で き な く な る お そ れ が あ る 。
　 ま た 直 線 ガ イ ド に ス ト レ ス を 与 え る な ど の 理 由 で 、 高 精 度 化 や メ ン テ ナ ン ス の フ リ ー 化
が 図 れ な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う な 着 目 点 に 基 づ き 検 討 の 結 果 、 機 械 の 剛 性 確 保 と 、 熱 影 響 の 低 減 化 と の 両 立 の
た め に は 、 部 材 の 特 定 、 機 械 の 剛 性 確 保 の た め の 部 材 材 質 の 選 択 、 及 び 熱 影 響 低 減 化 機 構
の 組 み 合 わ せ が 非 常 に 重 要 で あ り 、 以 下 の 組 み 合 わ せ に よ り は じ め て 、 機 械 の 剛 性 確 保 と
熱 影 響 低 減 化 と の 両 立 に 成 功 し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
＜ 対 策 の 対 象 と な る 部 材 の 特 定 ＞
　 従 来 は 、 熱 の 影 響 を 低 減 化 す る た め 、 対 象 と な る 部 材 と し て は ベ ー ス 、 ス ラ イ ダ が 注 目
さ れ て お り 、 こ の ベ ー ス 、 ス ラ イ ダ に 対 し 、 材 質 の 工 夫 等 を 行 う こ と が 常 套 手 段 で あ っ た
。
　 こ れ に 対 し 、 本 発 明 は 、 機 械 の 剛 性 確 保 と 熱 影 響 低 減 化 と の 両 立 を 図 る こ と を 目 的 と し
て 、 数 あ る 部 材 の 中 か ら 、 有 効 な 対 象 部 材 を 検 討 し た 結 果 、 ス ピ ン ド ル と ス ラ イ ダ 間 が 非
常 に 有 効 で あ る 点 に 至 っ た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
＜ 部 材 の 材 質 ＞
　 ま た 本 発 明 は 、 機 械 の 剛 性 確 保 と 熱 影 響 低 減 化 と の 両 立 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 数 あ
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る 部 材 の 材 質 の 中 か ら 、 ス ラ イ ダ に は 軽 量 化 に 優 れ た 例 え ば ア ル ミ 合 金 を 用 い 、 ス ピ ン ド
ル に は 軽 量 化 と 高 剛 性 と に 優 れ た 炭 素 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 等 を 選 択 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
＜ 部 材 へ の 対 策 ＞
　 ま た 本 発 明 は 、 機 械 の 剛 性 確 保 と 熱 影 響 低 減 化 と の 両 立 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 数 あ
る 対 策 の 中 か ら 、 熱 変 形 を 逃 が す 手 法 を 選 択 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に か か る 三 次 元 測 定 機 に よ れ ば 、 機 械 の 剛 性 確 保 と 熱 影 響 低 減
化 と の 両 立 を 実 現 す る た め の 鍵 の 発 見 に 基 づ き 、 軽 量 化 を 図 る た め ス ラ イ ダ に は 例 え ば ア
ル ミ 合 金 を 用 い 、 軽 量 化 と 高 剛 性 の た め ス ピ ン ド ル に は 炭 素 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 等 を 用
い 、 か つ ス ラ イ ダ と ス ピ ン ド ル 間 に 前 記 ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 を 設 け て い る 。
　 こ の 結 果 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 三 次 元 測 定 機 に お い て 、 広 範 囲 な 温 度 環 境 下 で の 、
高 精 度 測 定 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 が 、 ス ピ ン ド ル な い し ス ラ イ
ダ を Ｚ 軸 方 向 に 平 行 な 方 向 の み に 相 対 的 に 変 位 さ せ る 板 バ ネ を 含 む こ と に よ り 、 熱 変 形 が
ス ピ ン ド ル な い し ス ラ イ ダ に 生 じ よ う と し て も 、 こ れ を 良 好 に 逃 が す と 共 に 、 測 定 時 の Ｚ
軸 方 向 の 剛 性 は し っ か り 確 保 す る こ と が で き る 。 特 に 本 実 施 形 態 に お い て は 、 逃 げ 側 保 持
部 材 端 部 に そ れ ぞ れ 板 ば ね 端 部 が 固 定 さ れ 、 板 ば ね 中 央 部 が ス ピ ン ド ル 端 部 に 固 定 さ れ て
い る こ と に よ り 、 前 記 良 好 な 熱 変 形 の 逃 が し と 剛 性 の 確 保 と を 、 よ り 確 実 な も の と し て い
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 本 実 施 形 態 に お い て は 、 固 定 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 が 、 Ｚ 軸 と 直 交 す る 方 向 か ら ス
ピ ン ド ル を 面 で 固 定 挟 持 す る 一 対 の 固 定 側 保 持 部 材 を 含 み 、 ま た 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手
段 が 、 Ｚ 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 か ら ス ピ ン ド ル を 面 で 挟 持 す る 一 対 の 逃 げ 側 保 持 部 材 を 含
む こ と に よ り 、 Ｚ 軸 方 向 と 直 交 す る 剛 性 は し っ か り 確 保 し な が ら 、 熱 変 形 が ス ピ ン ド ル な
い し ス ラ イ ダ に 生 じ よ う と し て も 、 こ れ を 良 好 に 逃 が す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
＜ 変 形 例 ＞
　 な お 、 測 定 機 は 三 次 元 測 定 機 に 限 定 さ れ る も の で な く 、 ベ ー ス 、 直 線 ガ イ ド 、 ス ラ イ ダ
、 ス ピ ン ド ル を 含 む も の で あ れ ば 、 他 の 測 定 機 に も 適 用 可 能 で あ る 。
　 ま た 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 は 測 定 機 に 限 定 さ れ る も の で な く 、 ベ ー ス 、 直 線 ガ イ ド 、 ス ラ
イ ダ 、 ス ピ ン ド ル を 含 む も の で あ れ ば 、 加 工 装 置 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 前 記 構 成 で は 、 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段 と し て 、 板 ば ね を 用 い た 例 に つ い て 説 明
し た が 、 板 ば ね に 代 え て 直 線 ガ イ ド を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 の 概 略 構 成 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に か か る 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 に お い て 特 徴 的 な ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 の
要 部 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 に か か る 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 に お い て 特 徴 的 な ス ピ ン ド ル 取 付 機 構 の
作 用 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
１ ０ 　 三 次 元 測 定 機 （ 直 線 ガ イ ド 搭 載 装 置 ）
１ ２ 　 ベ ー ス
１ ４ 　 直 線 ガ イ ド
１ ８ 　 ス ラ イ ダ
２ ０ 　 ス ピ ン ド ル

10

20

30

40

50

(9) JP 2007-147359 A 2007.6.14



３ ０ 　 ス ピ ン ド ル 取 付 機 構
３ ２ 　 固 定 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段
３ ４ 　 逃 げ 側 ス ピ ン ド ル 取 付 手 段
６ ８ 　 板 ば ね

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(10) JP 2007-147359 A 2007.6.14



【 図 ３ 】
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